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近年， Bacteroides gingivalis は，成人性歯周炎の病巣から高率に分離され，さまざまな歯周病原性因
子を有することから，本疾患の有力な原因菌のひとつとして注目されている。 Okuda and Takazoe 
(1974) は B.gingivalis には強い赤血球凝集活性が認められることを明らかにし，この性状が本菌種の






















Ser-Pro-Phe-Arg)，デスー〔アルギニル- 9J -ブラジキニン (Arg-Pro-Pro-Gly-Phe-Ser 
Pro-Phe)，アンギオテンシン 1 [Asp -Arg -V al-Tyr -V al-His -Pro -Phe -Asn -Leu )やプロ
クトリン(Arg -Tyr -Leu -Pro -Thr )などのアルギニン残基を含むペプチドも赤血球凝集活性を強
く阻害したが，アルギニン残基を含まないペプチドであるブラジキニンポテンシエーター C は阻害しな
かった。さらに，プロリン含量の高いヒト耳下腺唾液由来の糖タンパク質 (PRGP)，ウシ顎下腺ム






















本研究は成人性歯周炎の有力な原因菌のひとつとして，近年，注目されている Bacteroides gingivalis 
381株の産生する赤血球凝集素を分離・精製し，その諸性質のうち，特に，これまで全く知られていなかっ
た赤血球凝集活性の阻害物質を調べたものである。
その結果， 1) 本菌株の培養上清中に存在する赤血球凝集活性は，アルギニンやアルギニン残基を含
むペプチドによって特異的に阻害されること， 2) 精製された赤血球凝集素は，本菌体とヒト唾液に存
在するプロリン含量の多い糖タンパク質および血清由来の糖タンパク質である α1 一酸性糖タンパク質
やトランスフェリンとの閣の結合を阻害し，さらに，この阻害機構にはアルギニン残基が深く係わって
いることを明らかにした。
この論文は， B.gingivalis の歯周ポケット内での動態を支配するさまざまな要因を解析する上で，貴
重な手掛りをあたえるものであり，歯学博士の学位に十分値するものと認める。
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